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研究成果の概要（和文）：再保証を求める行動は、強迫性障害をはじめとする不安障害を持つ患

者に多く見られる行動で、“不安を軽減させて安心するために、同じ情報を繰り返し要求する行

動”と定義される。本研究では、再保証を求める行動を包括的に測定する質問紙の日本版を作

成し、その信頼性と妥当性を検証すると同時に、再保証の求め方と気分の変化の関係を明らか

にした。同時に、再保証を求められる側にある治療者と家族が、患者の再保証を求める行動に、

どのように巻き込まれ、どう対処しているのかを明らかにした。 
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１．研究開始当初の背景)
再保証を求める行動@!"#$$%&#'(") F""*+',)

G"3#4+5%&Bは、H不安を軽減するために、同じ
情報を繰り返し要求する行動Iと定義される。
不安が高くなれば、誰でも再保証を求めるが、
強迫性障害@JKLBを始め、不安障害を持つ患
者は、この再保証を求める行動が過剰になる。)
例えば「自分の手がきれいか」家族や治療者
に同じ質問を繰り返したり、家族を儀式に巻
き込んだり) @成田<)AMNOB、記憶やメモを何度
も確認したりする。これらは病気の回復を妨

げるだけでなく、家族に多大なストレスを与
えたり、治療同盟が損なわれる要因となる。)
申請者は英国ロンドン精神医学研究所で、

この再保証を求める行動について、以下の研
究を進めてきたP)
)

!"#$自己報告式尺度の開発と質問紙調査$ $ $ $ $ $ $ $ $ $ $ $ $ $ $ $ $ $ $ $ $ $ $ $ $ $ $ $ $ $ $ $ $ $ $ $ $ $ $ $ $ $ $ $ $ $ $ $ $ $ $ $
まず、再保証を求める行動を包括的に測定

す る !"#$$%&#'(") F""*+',) Q%"$1+5''#+&")

@!"FQB)を開発した。!"FQは、再保証を求め
る行動について、R つの側面を包括的に測定
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する。)
)この !"FQ と妥当性を検討するための質問
紙を英国人 ERS名) @JKL患者<)パニック障害
患者<) 健常者B) に実施した。項目分析、因子
分析、相関分析を経て、尺度の信頼性と妥当
性が検証された。)
) )また、グループ間の比較を行うことで、他
のグループと比べ JKL群は、より頻繁に、よ
り強い強度で、より注意深く再保証を求める
ことが明らかとなった。)
)

!%#$再保証が &'(患者の洗浄強迫に与える効
果を検討する手洗い実験 $ $ $ $ $ $ $ $ $ $ $ $ $ $ $ $ $ $ $ $ $ $ $ $ $ $ $
次に、JKL患者の手洗い行動が、再保証に

よって短期的・長期的にどう変化するかを検
討した。)
)この実験では、洗浄強迫を持つ JKL患者 TU

名が、実験刺激@プラスチック製の犬の糞Bを
触り、再保証を与えながら手を洗った後に、
再び実験刺激を触り、再保証のない状況で手
を洗った。)
)その結果、再保証のない状況において、手
洗い時間が長くなることが明らかとなった。
つまり再保証が与えられると、長期的には逆
効果であることが明らかとなった。)
)

!)#$ $ &'( 患者が再保証をどう求めるかにつ
いての質的研究 $ $ $ $ $ $ $ $ $ $ $ $ $ $ $ $ $ $ $ $ $ $ $ $ $ $ $ $ $ $ $ $ $ $ $ $ $
AS 名の JKL 患者に半構造化面接を行い、

得られたデータを主題分析 ) @?3"6#1+()

V'#7:$+$B) を用いて質的に分析した。その結
果、確実性の追求、注意深い努力、再保証を
求めることへの抵抗、対人的懸念の Rつのテ
ーマが抽出された。これらのテーマはそれぞ
れ下位テーマを持ち、相互関係を持っていた。)
)

２．研究の目的)
本研究では、再保証を求める行動を包括的

に測定する質問紙の日本版を作成し、その信
頼性と妥当性を検証すると同時に、再保証の
求め方と気分の変化の関係を明らかにした。)
同時に、再保証を求められる側にある治療者
と JKL患者を持つ家族が、患者の再保証を求
める行動に、どのように巻き込まれ、どう対
処しているのかを明らかにした。特に、以下
のリサーチクエスチョンを明らかにしたP)
@AB 日本版 !"#$$%&#'(")F""*+',)

Q%"$1+5''#+&")@!"FQ=DBが、英国版と同様
の、信頼性と妥当性を持ちうるか)

@EB 同時に、短期的な不安の低減と、長期的
な不安の増加に影響する変数を特定し、
再保証のどのような側面が強迫行為と
同様の機能を持つか)

@WB !"FQ=Dを JKL患者、うつ病患者、健常
者に実施し、日本の JKL患者は、うつ
病患者、健常者と比較して、より頻繁に、
より繰り返し、より注意深く再保証を求

めるか)
@TB JKL患者の家族が、どのように再保証を

求められており、どのように対処してい
るか)

@RB 治療者が、患者からどのくらい再保証を
求められているか、どのように対処して
いるか)

)

３．研究の方法)
!"#$*+,-日本語版の作成と群間比較$
英語版の !"FQ は、再保証を求める行動に

ついて、頻度、信頼、強度、注意深さ、気分
の変化の Rつの側面を測定することができる。)
• 頻度P 家族・治療者・自分の記憶・メモ・
本・ウェブなどの各情報源から、どのく
らい再保証を求めるか。)

• 信頼P)家族・治療者・自分の記憶・メモ・
本・ウェブなどの各情報源を、どのくら
い信頼しているか。)

• 強度P) 再保証を求め始めるときに、同じ
質問を何度繰り返すか)

• 注意深さP) 相手の回答に矛盾がないかを
考えようとするなど、どのくらい意図的
な努力を行なうか。)

• 気分の変化P) 再保証を得たとき・得られ
なかったとき、不安等の気分が短期的・
長期的にどう変化するか。)

!"FQ を日本語へ翻訳し、英語へ逆翻訳して
原版との比較は完了している。日本人大学生
を対象とした調査にて、日本版 !"FQ の信頼
性と妥当性を検証した。同時に、短期的な不
安の低減と、長期的な不安の増加に影響する
変数を特定し、再保証のどのような側面が強
迫行為と同様の機能を持つかを明らかにし
た。)
次に、!"FQ=D を JKL 患者、うつ病患者、

健常者に実施し、群間で得点を比較した。JKL
患者とうつ病患者、健常者に再保証を求める
頻度と信頼に差はないと予想された。一方で、
JKL患者は、強度と注意深さにおいて、うつ
病患者や健常者よりも高い得点を示すこと
が予想された。)
)

!%#$患者と治療者の体験$
まず、JKL患者を持つ家族 R名に WS分程

度の半構造化面接を行った。インタビューは
テープ起こしを行って、そのスクリプトを主
題分析@?3"6#1+() V'#7:$+$Bを用いて質的に分
析した。インタビュースケジュールの概要は
以下の通りであったP)
• どのような再保証を求められるか？)
• どのように再保証を与えるか、もしくは
与えずに対処するか？)

• 再保証を与えるとき、与えないときに、
患者や家族自身の気分がどう変化する
か？)

• 家族が再保証を与える動機づけ、理由は



何か？)
)

次に、申請者が英国で作成した治療者用
!"FQ を翻訳・改変し、日本人で、強迫性障
害の治療経験のある者 ES 名を対象に調査を
行なった。質問紙の概略は以下の通りであるP)
• どのような再保証を求められるか？)
• どのように再保証を与えずに対処するか、
もしくは与えてしまうか？)

• 強迫性障害患者は、どのくらい再保証を
求めていると予想するか？)

• 再保証を繰り返し要求されている家族に
どうアドバイスしているか？)

)

４．研究成果)
!"#$*+,-日本語版の作成と群間比較$
日本人大学生AEM名を対象とした調査にて、

日本版 !"FQの信頼性と妥当性を検証した。)
次に、!"FQ=Dを JKL患者 WE名、大うつ病

患者 AO名、健常者 ET名に実施し、群間で得
点を比較した。その結果、JKL患者とうつ病
患者は、健常者よりも、再保証を求める頻度、
信頼、注意深さが高いこと、JKL患者は大う
つ病患者と比べて、自己再保証をより頻繁に
用いていること、再保証を求める強度におい
て高い得点を示すこと、再保証が手に入らな
いときにより高い衝動を体験していること
が明らかとなった。)
)

!%#$患者と治療者の体験$
平成 ER 年度ではまず、JKL 患者を持つ家

族 R名に WS分程度の半構造化面接を行った。
インタビューはテープ起こしを行い、そのス
クリプトを主題分析@?3"6#1+() V'#7:$+$Bを用
いて質的に分析した。その結果、以下のこと
が明らかになった。)
当事者が再保証を求めることを止めよう

とがんばっていることを、家族もよく分かっ
ている。家族は再保証を求められると、「ば
かばかしい」「止めて！」と言いたい気持ち
を必死で抑えている。家族は、本来であれば
再保証を与えないほうがよいことは分かっ
ているが、当事者に「私のことなんてどうで
もいいんだ」「私ではなくて JKL がこうさせ
ているんだ」と言われてしまうと、再保証を
与えざるを得なくなってしまう。再保証を与
える代わりに、別の見方や考えかたを、当事
者と話し合おうとするが、うまくいくことは
少なく、言い争いになってしまうこともある。
議論を続けるよりは、再保証を与えて、次に
進みたいと家族は願っている。)
日本人で、強迫性障害の治療経験のある者

EN名を対象に調査を行った結果、以下のこと
が明らかになった。)
ほとんどの治療者が、直接的に再保証を求

められた経験があるが、間接的に求められた、
求められていることに気づいた治療者は、W

分の Eだった。また、強迫性障害を持つ患者
に対して、「全く再保証を与えたことはない」
と答えた治療者は W名に過ぎず、多くの治療
者は、再保証を与えたことがあると回答して
いた。再保証は全く与えてはいけないという
ものではなく、状況に応じて患者に保証を与
えることが必要であることが明らかになっ
た。)
)
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